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平成19年度より施行された「品目横断的経営安定対策（現、水田・畑作経営所得安定対策）」の中で、

認定農業者とともに一定の要件を満たす集落営農が対象とされた。それに伴い、全国で集落営農組織が

急速に設立された。特に、東北においては平成19年2月の2170組織から平成20年2月の2825組織へと1年

間で30%以上増加した。しかし、経営安定対策の施行に伴って設立された組織の中には補助金を受け取

る目的のためだけに設立された、「受け皿」組織が多いことが指摘されている。こうした組織が「受け皿

」組織から脱却し経営体として自立していくことができるかが課題である。 

それと同時に、「東北は基本的に不安定兼業地帯であり、単なる省力化を志向する集落営農活動は許容

しがたく、構成員の就業確保・拡大を保証するような複合化が要求される」という指摘がなされている

。東北の中でも経営安定対策の施行に伴い集落営農組織が急増した宮城県においては、経営安定対策の

加入申請にあわせて設立された県内の460組織に対して重点的に支援を行うため、「集落営農ステップア

ップ支援事業」が創設された。その中で、「農業所得確保に向けた経営展開の推進」として園芸作物の導

入等の経営多角化が推進されている。 

 本報告では、特に集落営農組織が急増した宮城県北部において、経営安定対策に加入するために設

立されたＦ営農組合とＳ営農組合を対象とした。それらの営農組合における労働力構成や多角化部門と

既存の部門との競合等について、各営農組合の多角化部門の出勤簿や構成員に対して行った悉皆調査等

をもとに報告する。 

 


